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従来からの咬合治療に対するアプローチに加え、咬合の長期安定
にかかわる健全な顎関節、神経筋機構、咬合の2次元的な調和
が必要であることに着目。診断基準となる咬合の基礎知識や
診断のための器具・器材の紹介など、日常臨床に欠かせない
咬合における最新知見を整理し、咬合治療のポイントを事例を
交えてわかりやすく解説。咬合臨床を「難解」から「明快」へと
導く必携の1冊！ ←詳しい情報はこちら

【編集委員】 寺岡康利（東京都開業）・龍田光弘（兵庫県開業・大阪歯科大学）

A4判変型・160頁・オールカラー
定価（本体4,800円＋税）

序章　正常な咬合とは
❶ 日本補綴歯科学会のガイドラインから正常な咬合を考える

第1章　咬合にかかわる基礎知識（咬合の診断基準）
❶ 臨床医に必要な咬合・咀嚼にかかわる筋の基礎知識
❷ 顎関節の基礎知識と最適な下顎位の考察
❸ 睡眠時ブラキシズムの基礎知識

第2章　咬合にかかわる検査と診断
❶ 顎関節と筋の触診
❷ K7エバリュエーションシステムによる筋活動の診断
❸ 顎関節の画像診断
❹ 咬合診査① 咬合紙
❺ 咬合診査② スタディモデル
❻ 咬合診査③ T- スキャン
❼ 咬合診査④ シリコーンバイト法
❽ 咬合診査⑤ デンタルプレスケール
❾ 咬合と全身 咬合と全身姿勢の関連性

第3章　咬合治療とその評価
❶ 咬合調整の基本原則
❷ 咬合調整の実技
❸ スプリント療法

第4章　症例集
❶ 客観的咬合データをもとにした
　 スプリントタイプの治療用義歯による咬合及び補綴治療の実際
❷ 「被せ物を入れてから嚙みづらい」と訴える
　 咬合印象法による治療症例
❸ T-Scanによって咬合のダイナミクスを実感した症例

「難解」から「明快」へ
正常な咬合を解き明かす
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